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学位論文内容の要旨

  バニラはバニラエッセンスを採るラン科の植物であり、インドネシアにおけ
る重要な輸出産物である。価格は安定して高く、農家の良い収入源となり、そ
の栽培は年々増加し、栽培面積は1982年の2800 haから1992年には14万haとな
っている。バニラの茎腐病はインドネシアにおける栽培地での最重要病害であ
る。この病気による被害は深刻な問題であり、毎年の経済的損失は大きぃ。
  本論文は、このバニラの茎腐病について、病気の記載、病原菌の同定、生理
生態、防除薬剤に対する耐性、生物的・生態的防除法について行なった研究を
まとめたものである。
  バニラから分離される病原菌はFusar ium．であり、小型分生胞子、大型分生
胞子、厚膜胞子などの無性胞子を形成する。形態的にFusar iumの分離株は変
化に富んではいるが、相互に類似し、Fusariロロoxyspor umと同定された。さら
に分離株はバニラおよび他植物に対する病原性から、分化型vanillaeと同定
された。
  E oxysporumf．sp．vanメ-/laeのnit突然変異株を得たところ、Nitl，Nit
3，NitMの3表現型に分けられた。インドネシアの12州のバニラから得られ
たvanillaeのNit変異株の体細胞和合性を調べたところ、それらは2体細胞
和合性群と、いずれにも属さなぃ4菌株に分けられた。このことはインドネシ
アの バ ニラ 茎腐 病 が1-2地 点 から 広が っ たこ とを 示 唆し てい る。
  各温度におけるグルコース加用ジャガイモ寒天培地上におけるバニラ茎腐病
菌の生育を調べたところ、27℃が最適生育温度であった。35℃、40℃で
は生育しなかった。また菌はpH6一8の間でよく生育し、最適はpH7であ
った。pH2またはpH9では生育は非常に劣った。窒素源と炭素源の生育に
及ぼす影響を調べたところ、使用した窒素源のなかでは硝酸カりがもっともよ
く、また使用した炭素源のなかではグルコ―ス、グリセロール、マ二卜ールが
最適であった。
  選択培地を用いてp oxysporumf．sp.vanノ11aeの土壌中における菌量の
変化を調べたところ、土壌中の窒素が多いところより少なぃところで減少した
。ヤギとウシの厩肥を用いたところ、病原菌数は減少した。一方、鶏糞は土壌



中の菌量を増加させる傾向にあった。これは厩肥中の窒素含量の影響であると
考えられた。イネのモミガラを用いた燻炭を土壌に施用すると、本病原菌の菌
数を減少させた。
  凡o xy．sporumf．sp．vanillaeのべノミル耐性菌が最初に発見されたのは中
部ジャワと北スラウシで1986年であったが、1992年までに15地域のうち5地
域で発見されている。ベ丿ミル耐性菌株の病原性を調ぺたところ、8菌株はバ
ニラに病原性を持っており、残りの1菌株は非病原性であった。バニラから分
離されたE oxysporumf．sp．vanillaeのべノミル耐性菌の最低生育阻止濃
度(MIC)は100 ppm～1000ppmであうた。
  土壌から分離されたTrichoderma harzianum5菌株はいずれも′．oxyspor um
f．sp．vanillaeの生育を阻害レ、また土壌中の菌数を減少させた。しかしな
がら、バニラ茎腐病の発生に対する影響はほとんどなかった。バニラの根圏で
検出された細菌の約10％が培地中に螢光色素を生産し、24分離株が病原菌に
対して抗生作用を示した。浸漬法によってバニラの挿枝に非病原性の凡oxy―
spor umを前接種すると、茎腐病の発生を抑制した。
  オイゲノールはチョウジの葉に含まれる抗菌性の物質であるが、バニラの茎
腐病を抑制する効果が発見された。チョウジの乾燥葉粉末およぴ精油成分から
抗菌性物質を分離した。乾燥葉から精油成分が約2％分離され、そのほとんど
はオイゲ丿―ルであった。オイゲ丿ールは、Phytophthora capsiciを200 ppm
で、Rhizoctonぬsolaniと．9clerotium rolfsiiを400ppmで完全に抑制した。
  オイゲ丿―ルを培地に添加すると、病原菌の菌糸に形態的な異常が観察され
た。オイゲノ―ルは菌糸の生育を抑制するだけでなく、胞子形成と菌叢の着色
も 抑 制 した 。 菌 糸 の末 端は 膨潤し 、異常 分岐が 認めら れた。
  バーミキュライ卜にオイゲノールを撒布したのちに病土に混入したところ、
バニラの発病およぴ病原菌菌数の抑制に効果があった。この効果はチョウジの
乾燥葉粉末を処理するより高かった。
  チョウジの葉をバニラの茎腐病防除に使用することは、農家に普及しはじめ
ており、効果が上っている。
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  本論文は英文で記され、図33、表21を含む総頁数195からなり、8章
をもって構成されている。
  バニラはバニラエッセンスを採るラン科の植物であり、インドネシアにおけ
る重要な輸出産物である。価格は安定して高く、農家の良い収入源となり、そ
の栽培は年々増加し、栽培面積は1982年の2800 haから1992年には14万haとな
っている。バニラの茎腐病はインドネシアにおける栽培の最重要病害である。
この病気による被害は深刻な問題であり、毎年の経済的損失は大きぃ。
  本論文は、このバニラの茎腐病について、病気の記職、病原菌の同定、生理
生態、防除薬剤に対する耐性、生物的・生態的防除法について行なった研究を
まとめたものである。
  バニラから分離される病原菌はFusariumであり、その形態からFusarium
oxyspor umと同定された。さらに分離株はバニラおよぴ他植物に対する病原性
から、分化型vanillaeであることがインドネシアで初めて同定された。
  E oxysporumr．sp．vanillaeのnit突然変異株を得たところ、Nit1．Nit
3，NitMの3表現型に分けられた。インドネシアの12州のバニラから得られ
たvanillaeのNit変異株の体細胞和合性を調べたところ、それらは2群に分
けられた。このことはインドネシアのバニラ茎腐病が1～2地点から広がった
ことを示唆している。
  各温度におけるバニラ茎腐病菌の生育を調ぺたところ、27℃が最適生育温
度であった。35℃、40℃では生育しなかった。また生育はpH6―8の間
でよく、最適はpH7であった。pH2またはpH9では生育は非常に劣った
。窒素源と炭素源の菌の生育に及ばす影響を調ぺたところ、使用した窒素源の
なかでは硝酸カリウムがもっともよく、また使用した炭素源のなかではグルコ
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一ス、グリセロール、マニト―ルが最適であった。

    E oxysporumr． sp.vanillaeの土壌中 における菌 量の変化を 調ぺたとこ

ろ 、土壌中の窒素が少なぃほど菌量が減少する傾向を示した。ヤギとウシの厩

肥 を用いたところ、菌量は減少したが、鶏糞は土壌中の菌量を増加させる傾向

に あった。これはそれらの窒素含量の影響であると考えられた。イネのモミガ

ラ を 用 い た 燻 炭 を 土 壌 に 施 用 す る と 、 本 病 原 菌 の 菌 量 を 減 少 さ せ た 。

  ′． oxysporumf．sp．vanillaeのべノミル耐性菌が最初に発見されたのは中

部 ジ ャワ と 北ス ラ ウ シで1986年であっ たが、1992年ま でに15地域の うち5地

域 で発見され ている。ベ ノミル耐性菌株の病原性を調ぺたところ、8菌株はバ

ニ ラに病原性 を持ってお り、残りの1菌株は非病原性であった。バニラから分

離 さ れ た E oxysporumf． sp.vanillaeのべ ノ ミル 耐 性菌 の 最低 生 育阻 止 濃

度(MIC)は100 ppm～1000ppmであった。

  土壌から分離された7，rj加〇der所a舶rzぬロUロ5菌株、バニラの根圏から分離

さ れた細菌の 24分離株が病 原菌に対し て拮抗作用 を示した。 浸潰法によって

バ ニ ラの 挿 枝に 非 病 原性のEDザsp〇r抑を前 接種すると 、茎腐病の 発生を抑

制した。

  オ イゲ丿一ルはチョウジの葉に含まれる抗菌性の物質であるが、バニラの茎

腐 病を抑制する効果が発見された。チョウジの乾燥葉粉末およぴ精油成分から

抗 菌性物質を 分離した。 乾燥薬から重量比で2％の精油成分が分離され、その

ほとんどはオイゲノールであった。オイゲノールは、Eoザsp〇rロ田r．sp．ぬー

ロノ丿丿aeを300ppmで、Pカ．y£Dpカ£カDraCapSjCメを200ppmで、兄カjzDD¢D口Iaぷ〇丿a刀J

と 駈 丿 凹 oCj脚 rD″ 奮 メ メ を 400ppmで そ れ ら の 生 育 を 完 全 に 抑 制 し た 。

  オ イゲ丿ールを培地に添加すると、病原菌の菌糸に形態的な異常が観察され

た 。オイゲ丿一ルは菌糸の生育を抑制するだけでなく、胞子形成と菌叢の着色

も抑制した。薗糸の末端は膨化し、異常分枝が認められた。

  バ ―ミキュライ卜にオイゲノ―ルを撒布したのちに病土に混入したところ、

バ ニラの発病およぴ病原菌菌数の抑制に効果があった。この効果はチョウジの

乾燥葉粉末を処理するより高かった。

  チ ョウジの葉をバニラの茎腐病防除に使用することは、農家に普及しはじめ

ており、効果が上っている。

  以 上の研究成果は、学術上応用上高く評価される。よって審査員一同は、最

終 試験の結果と合わせて、本論文の提出者メサク  卜ンべは博士（農学）の学

位を受けるのに十分な資格があるものと認定した。


